
「『分かる』ということ」 ～Ａさんの学びの１コマから～

高等部２年生のＡさんは、とてもお話し好きです。先生からの問い（問題）に正解す

ると、とても嬉しそうな笑顔を見せてくれ、こちらも大変心地よい気持ちになります。

学習発表会に向けた授業の１コマです。

Ａさんは、同じ病棟の小学部６年：Ｂさんと一緒に発表をします。２人とも聞く力が

強く、この得意なことを生かして、発表練習に入る前に演目の「うさぎとかめ」のお話

を聞きいてイメージを膨らませます。

聞き終わった後、担任が質問をします。「さて、うさぎとかめはどちらが勝ったでしょ

う？」しばらくして、Ａさんが『分かりました。かめです！』と答えました。「正解です」

と伝えられると、満面の笑みで『あたって（正解して）うれしいです！』と話し、気持

ちを表してくれました。そして、その後の活動（発表練習）にとても意欲的に取り組み

ました。

「分かること」は嬉しいことであり、学びの原動力なのだな、ということをＡさんの

様子から実感します。

そして、生き生きと学ぶためには、活動への興味・関心や見通し、解決したいと思え

る課題などが必要であることにも改めて気付かせてくれました。

よりよい授業づくりを行う上での、大切な視点を教えてくれた１コマでした。

【どちらが勝ったでしょう？】
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